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The relatioxlship between tree ring widths and age of the largeosized Japanese

black Pine trees established oll the coastal sand Pille forest preserved as a

scenェc beauty
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Abstract:G「 owth cond北 lon tt thc past and age of alivc large―sized pinc trccs were cstlmated iom radial gowdl of

mnks of dead and fallen Japanese black pine ttees in a coastal pine forest prcserved as a scenic bc掛並y  Amual radial

growth of pine fces youngcr than 80 years old rangcd 3om 2.O to 6 0111m. On the other hand almual radial growtt of

pinc trees older than 95 years ranged 3om l.4 to 2.2mmo Correlation bc巾ccn age and diarnctcr was extremely high

、vith older than 95 years of dead pinc trees.  mc age Of 01dest trees was estimatcd to be 350 years old.  恥 c growth

condition seems to have been severe tonl 1650s to 1900s.

1 は じめに
兵庫県南あわじ市に位置する慶野松原は,瀬 戸内

海国立公園に属するとともに国指定の名勝にもなっ
ている海岸クロマツの景勝地である。大径木のクロ
マツは磯馴松 (そなれまつ)と 呼ばれ,直 径は大き
く,樹 高,枝 下高,葉 群高がともに低いことが特徴
であり,海 岸マツ林の重要な要素となっている (浅
見ほか,2002).し かし,1970年 代からのマツ材線
虫病などにより,大 径木を含むマツの大量枯死が続
き,裸 地が目立つようになつてきた。そこで地元関
係団体や有志を中心にマツ苗木の植栽活動が続いて
きたが,植栽密度が高かつたため,形状比,枝下高,
最下葉群高の高い個体が増加するとともに,植 栽木
による大径木のクロマツの被陰も生 じてきた (西淡
町教育委員会,2001).多 くの海岸マツ林では,遷 移
の進行により組成や構造が変化 しているものも多く
見られるが (杉本 ・浅川,1989:Taoda,1988;藤 田 ・

中日,2001),本 調査地においては,地 元住民の落ち
葉掻きなどの林床管理により松原が維持 されている
(木下,1984;全 国森林病虫獣害防除協会,1998).
名勝に指定された海岸マツ林はそれぞれの立地に

長い年月をかけて適応 した独特の樹形をしたクロマ
ツに特徴付けられており (浅見ほか,2002),長 期的
視点に立ち適切に維持管理を行 う手法が求められて
いる (藤原 ・岩崎,2006).そ のためには名勝を特徴
付けるクロマツ大径木の樹齢や成長過程などの情報
が必要である。これらの情報は年輪解析から得られ
ることが多いが,伐 倒による樹木円盤採取や成長錐
によるコア採取といつた物理的破壊をともなう資料
採取は,現 状変更行為であること,お よび対象が生
存老齢木であることから実施 し難い。一方,近 年の
マツ材線虫病により枯死した個体を対象 として伐倒
駆除が行われてお り (西淡町教育委員会,2001;南
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あわじ市,2006),枯死クロマツの地際円盤の計測は
可能である.

そこで,名 勝としての海岸クロマツ林保全のため
の維持管理手法および適切な空間配置を提案するた
めに,伐 倒されたクロマツ個体の年輪解析を行 うこ
とにより,ク ロマツ個体の樹齢 と平均年輪幅との関
係,発 芽年代と年輪幅との関係,生 育位置と平均年
輪幅との関係を求めるとともに現存木の樹齢推定を
行つた。

2 調 査地
調査地は兵庫県淡路島の西南部に位置する慶野松

原である。瀬戸内海播磨灘に面して北北東から南南
西に伸びる海岸線に沿つて 2.5kmにわた り続く面積
95haの松原である(図1).胸高直径約 60cm以 上 (最
大 260cm)の クロマツ大径本が 120個体生残 し,名
勝を特徴付けている (藤原 ・岩崎,2006).調 査対象
は,南 部の海岸線から内陸部までの幅約 100m,海
岸線からの距離約 500mま での約 5haと枯死大径木
が集中した80×80mの 0.64haの部分とした(図2).

周囲は南北に走る県道と住宅地に囲まれてお り,孤
立したマツ林となつている.最 も近い気象観測デー

タのある洲本での月平均気温,年 間降水量はそれぞ
れ 15.8度および 149411mで (兵庫県 2002),暖 かさ
の指数は 130.9℃・月となリヤブツバキクラス域に
属する (山中,1979).冬 季に北西の季節風が卓越す
る.

図 1.調 査地
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